
高浜町
ライフスタイルデザイン会議

ニュース

第3回

令和4年8月2日（火）、第3回高浜町ライフスタイルデザイン会議を開催しま

した。町内19名、関係人口20名、合計39名（男性16名、女性23名）の参加者が

集まり、ゲストの話を聞きながら、第1回2回で提案された取り組みや課題、各

自の話を聞いての感想や今後取り組みたいことなど、意見交換を行いました。

◎第1回目で提案された
取り組んでいきたい６つのテーマ

①未来の高浜の産業（特に女性が主役になる視点が大切）

②20年後、30年後の共通のビジョンづくり

③どんな人に移住してほしい

④ネガティブは宝！社会課題を抽出する

⑤高浜人研究所

⑥コレクティブインパクトの場を継続する

＜ゲスト＞

石川淳哉さん 島田由香さん 箕浦龍一さん

ソーシャル・グッド・プロデューサー。
『世界がもし100⼈の村だったら』、雑
誌『FRaUSDGs』などをプロデュース。
⾼浜町ソーシャルグッドアンバサダー。

株式会社YeeY共同創業者/代表取締役。
働き⽅制度WAA（Work from Anywhere 
and Anytime）の発起⼈。全国で真の
ワーケーションを伝える伝道師。⾼浜
町ワーケーションアンバサダー。

⼀般社団法⼈官⺠共創未来コンソーシ
アム理事。元総務省。全国⾃治体の働
き⽅改⾰の牽引役。

◎ゲストのお話

・SDGsの認知度がグッと上がっている。
2021年46％⇒2022年76％

・面白い取り組みは、食料自給率100％のキューバ、
環境保護先進国のコスタリカ、二酸化炭素を石
に変換する技術を開発したアイスランドなど、
小さな国や地域にこそある。

・日本だと川に洗剤を流さない宣言をした重茂地
区やゼロウエスト宣言の上勝町など。

・高浜にくると親戚の家にきたみたい。
・「あなたのライフスタイルって？」
ここは、あなた自身のライフスタイルを考えて、
デザインできる場です。

吉弘拓生さん

内閣官房地域活性化伝道師。総務省地
域⼒創造アドバイザー。地域活性化セ
ンター新事業企画室⻑。⾼浜町ソー
シャルウェルビーイングアンバサダー。

◎第2‐3回目で試行・提案された活動

提案１） より深める場「ウェルビーイング広場」

提案2） 高浜人を深く探求する場「高浜人研究所」

提案3） 女性が主役のアイデア「クリエイティブビレッジ構想」

提案4） ネガティブは宝「うららの町の未来会議」

提案5） 生まれたチャレンジ「Well-beingリトリート」

提案6） 復活チャレンジ「釈宗演のふるさと探訪」

提案7） 次へつなげたい「ライフスタイルデザインカレッジ」



◎主な意見 ～5年・10年後、こんな町になったらいいな～

・外から来た人がとけこむことができる町。友達ができる町。
・砂浜を歩く（いやし）。
・誰でもあいさつしてくれる。嬉しい。
・クリエイターが集まる宿をつくりたい。浜茶屋サウナ！
・観光地化されていない。自転車でどこでもいける。
・ネットフリックスでドラマの舞台に。
・自給自足
・自分にやさしく。家族にやさしく。人にやさしく。地球にやさしい。
・自分らしく生きる→みんなWell-being→もっと良い町。
・「古民家」「昭和チック」「庭」のある暮らし。活かす楽しむ。
・10～20年後。SDGsの先へ！みんなで行くために…対話からアクション！⇒知行合一
・芸術や文化、農業、漁業を大切にする町。他人のことも自分のことのように大切に思える町。
・日本一長寿の町。笑顔あふれる町。働きやすい住みやすい町。やりたいことを実現できる町。
・アニメと薬草の聖地。ワーケーションの聖地。
・前向きな気持ちであふれる町。1人ひとりが心地よく過ごせる町。
・女性が家の中で元気な街。
・「1万通りの海の楽しみ方」など発信出来たらおもしろそう。
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